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  今回は「流れのなかで」という詩を紹介します。これは、埼玉県が生んだ詩人、 

宮沢章二さんの詩です。宮沢さんは、本校の校歌を作詞してくださった方でもあ 

ります。以前、お世話になったある校長先生（既にご退職をされています）が、私が校長に昇任

することを知り、宮沢さんの詩集を全巻贈ってくださいました。その中にこの詩がありました。

私は、この詩を読んだときに、「本当にそうだなぁ」と思うとともに、「ただなんとなく時を過ご

していてはいけないな」とも改めて感じました。 

                             「言えるときに言っておかないと再び言えないコ

トバ」とは、みなさんはどんな言葉を思い浮かべ

ますか？ 「言うべきことはきちんと言える力」

を身に付けることはとても大事だと思います。

ただ、時には自分の意見を主張しすぎて余計な

ことを言ってしまい「あんなこと言わなければよ

かったなあ」と後悔することがあることも事実

です。ですから、私は「言うべき時に必ず言う言

葉」 は、「ありがとう」という感謝の言葉と「ご

めんなさい」の謝罪の言葉だと思います。これ

を言い損なわなければ、たいていの人間関係は

うまくいくと私は思っています。 また、予期せ

ぬ突然の別れを迎えることもあります。その時

に後悔しないためにも、普段からお互いにかわ

す言葉を大事にしたいとも感じています。  

次に、「つかめるときにつかんでおかないと

死ぬまで無縁の宝」「磨けるときに磨いておか

ないと光らぬまま朽ちていく宝」この宝とは中 

学生にとって何でしょうか。これこそが、「学ぶ」ことであり、「身体を鍛える」ことであると思い

ます。中学生の新たな知識を身に付ける力、考え方を伸ばす力は、大人の何倍にもなります。み

なさんの若い頭脳は、無限の可能性を秘めた宝です。しかし、今磨かなければ一生光らぬまま

です。身体も同じです。「鉄は熱いうちに打て」の言葉の通り、今がそのチャンスです。是非、学

びに運動に励み、逞しい心身の鍛錬を心がけてください。学生の時でなければできないことに

全力を注ぐ生活を送ってほしいです。 

  

 

令和８年２月２７日発行 

文責 校長 田嶋直美 

 【学校教育目標】 

自ら考え判断し正しい行動 

のできる生徒 
 

流れのなかで 

       流れのなかで  

聞けるときに  聞いておかないと 

決して聞けない コトバがある 

言えるときに  言っておかないと 

再び言えない コトバがある 

 

つかめるときに つかんでおかないと 

死ぬまで無縁の宝がある 

磨けるときに  磨いておかないと 

光らぬまま  朽ちていく宝がある 

 

得たものを失う  その数よりも 

得られずに失われたものたちの数の多さ 

わずかな知恵と  わずかな努力が 

それらに触れ得たかもしれないのに 

                    宮沢章二 

 

宮沢章二さん 



１６日（月） 南小中学校運営協議会（南小） 

１７日（火） 4時間授業 （～23日まで16：15完全下校） 

１８日（水） 4時間授業  

        ③④新入生体験授業 

19日（木） 4時間授業 ふれあいデー 

２０日（金） 春分の日 

２３日（月） 4時間授業 給食最終日  

２４日（火） 3時間学年内授業 南小学校卒業式 

25日（水） 学年内授業 学年集会 大掃除 

26日（木） 修了式 

27日（木） 学年末休業日（～３１日） 

         

                                 

 

3日（火） 県公立高校追検査 

4日（水） 生徒会の日（最終） 

       デートDV予防講座（3年）  

6日（金） 県公立高校入学許可候補者発表 

7日（土） 3年生を送る会 

学年懇談会（１・２年生） PTA運営委員会 

9日（月） 振替休業日（3/7分） 

１０日（火） １・２年卒業式練習 

１１日（水） 卒業式予行 中央委員会  

        ３年生給食最終日 

１２日（木） 卒業式準備 

１３日（金） 第４１回卒業式 

                                           

                    

 

【第７８回埼玉県書きぞめ中央展覧会】 

○特選賞 

３年 中川 美遥      

  
【令和７年度埼玉県児童生徒美術展】 

○埼玉県特選【金】 

①３年 德重 めいな  （自画像）   

②２年 佐々木 あかり（ボックスアート）    

 

 

○入間地区特選【銀】 

③３年 石黒 友麻  （自画像） 

④２年 久保 百華  （ボックスアート） 

⑤１年 井上 琉莉  （立体造形） 

 

 

○入間地区入選【赤】 

⑥３年 田中 萌愛美（自画像） 

⑦３年 古林 愛惠（モノグラム） 

⑧３年 浦田 侑奈（モノグラム） 

⑨２年 井口 将佑 （デッサン） 

⑩２年 末木 杜和（デッサン） 

⑪２年 中山 風花（デッサン） 

⑫２年 髙橋 茉奈香（デッサン） 

⑬１年 安齋 杏花（デッサン） 

⑭１年 上原 知紗（文字のデザイン） 

⑮１年 木下 陽仁（デッサン） 

⑯１年 平栗 佑峰（デッサン） 

⑰１年 山口 和帆（デッサン） 

⑱１年 内野 結  （モダンテクニック） 

○優良 

２年 須藤 恵那   萩谷 真夕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊作品は、１F体育館側の廊下に 

  展示されています。 

（下校時刻１７：００）
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